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✧ “平成”から“令和”の時代を前に“昭和”を振り返る

～「昭和天皇実録」に見る昭和天皇と気象業務～

 5 月 1 日に新たな時代“令和”を迎えます。平成最後のこの 3 月に、東京書籍より刊行されて

きた「昭和天皇実録」が完結しました。平成 27（2015）年 3 月から 4 年間かけて全 19 冊（内、

索引１冊）が出版され、全体で一万数千頁と膨大な資料で、とても読み切れるものではありませ

ん。幸い、この 3月に最終冊として「人名索引・年譜」が出されました。 

この人名索引の中から、歴代の中央気象台長や気象庁長官の

名前を検索すると、昭和天皇の気象や地震による自然災害と

社会・国民生活に与える影響への関心の高さと、気象業務へ

の期待の大きさを知ることができます。気象庁編集の「気象

百年史」の口絵写真には、昭和 49（1974）年に気象庁視察時

の両陛下の写真（東京管区気象台の富士山気象レーダー監視

と気象庁電子計算機室で説明を聞かれる模様）が掲載されて

いますが、実録を紐解きますと、戦前・戦後と頻繁に「行幸」、

「進講」や「講書始」で歴代台長や長官（退官後も含め）が

対応した記録が残されています。 

気象官署を訪問した行幸は 5

回が確認できます。 

・戦前には、昭和 4（1929）

年に八丈島測候所（明治

39(1906)年設立）と海洋気象

台（神戸、大正 9(1920 年設

立）の 2回、戦後では、昭和

35（1960）年の大島測候所（三

宅島）、昭和 49（1974）年の

気象庁本庁・東京管区気象台、

さらに昭和 60（1985）年の“つ

くば科学万博”の際の高層気

象台の 3回です。
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さらに、昭和天皇は気象や地震による自然災害への関心が高く、戦前・戦後を通して 9 回の進講

の記録がありました。戦前の 3回では、次の話題が取り上げられています。 

・皇太子時代の大正 14(1925)年、ラジオによる天気予報がはじまる時に「天気予報ト暴風警報

トニ就テ」、

・昭和 2(1927)年には、北丹後地震（M7.3、死者約三千人）直後に「地形ノ渦巻ト地面ノ割目」、

・昭和 9(1934)年には、室戸台風の直後の「颱風論」。室戸台風は、上陸時の中心気圧 911.6hPa

の歴代 1位を記録し、約 3千人の死者など甚大な被害をもたらし、気象特報（現在の注意報）

等の導入の契機となりました。

自然災害等に時宜を得て、中央気象台の岡田武松台長や藤原咲平技師・台長より説明が行われて 

いたことが分かります。 
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戦後は、昭和 22(1947)～38(63)年までの 17 年間にわたり台長・長官として、その後も要職を務

められた和達清夫氏の名前が多く見つけられます。 

・昭和 29(1954)年の最初の進講では、「気象観測について」取り上げられています。この年に

は大阪で初めての気象レーダーの運用が開始されており、近代的なリモートセンシングによ

る気象観測が本格的にスタートを切った年です。

・昭和 37(1962)と 49(74)年（高橋浩一郎長官）には、当時の天候を反映して、異常気象に関す

る話題が取り上げられています。また、

・昭和 37(1962)年には三宅島噴火、昭和 41(1966)年には松代地震、昭和 43(1968)年には十勝

沖地震を受けて、地震火山関係の説明が行われています（昭和 41(1966)・43(68)年ともに元

長官の和達氏による）。

また、「東京オリンピック」が開催された昭和 39(1964)年の「講書始」では、退官直後の和達氏

が「近代の気象学」について進講しています。 

作家の保坂正康氏の著書によると、昭和天皇は、毎年、台風、冷夏などの異常気象、地震などの

報に接すると、すぐに気象庁などに連絡をとるよう侍従に促がし、例年とどのように異なるのか

情報を確認するなど、気象や自然災害への関心が高かったとしています。これらの逸話に加えて、

「昭和天皇実録」の行幸や進講の記録からも、昭和天皇の生物学者（科学者）としての一面と社

会と国民生活への影響に常に気を配られていたことを伺うことができます。 

“昭和”は、戦災、戦後復興、高度経済成長、バブル崩壊等、激動の時代でした。さらに“平成”

も阪神淡路大震災や東日本大震災など多くの未曽有の自然災害に見舞われました。外務省は、海

外に向けて“令和”の英訳として“Beautiful Harmony（美しい調和）”を発信していますが、“令

和”に込められた新たな思いに相応しい時代となることを期待しています。 
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